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Ⅰ　

本
論
文
の
構
成

　

坂
入
遼
君
の
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、「
国
際
経
済
法

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
法
）
に
お
け
る
国
内
補
助
金
規
律
の
研
究
」

と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
（
部
、
章
及
び
節
の
見
出
し
）

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

序　

章　

問
題
提
起

第
1
節　

問
題
の
所
在

第
2
節　

国
内
補
助
金
規
律
の
現
状
と
先
行
研
究

第
（
節　

本
論
文
の
目
的
、
手
法
及
び
構
成

第
4
節　

考
察
の
前
提
事
項

第
Ⅰ
部　

国
内
補
助
金
規
律
の
展
開
と
課
題

第
1
章　

国
内
補
助
金
規
律
の
展
開

第
1
節　

一
九
四
七
年
の
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
暫
定
適
用

第
2
節　

東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉

第
（
節　

ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
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第
4
節　

Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
六
．
一
条
及
び
第
八
条
の
失
効

第
2
章　

東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
み
る
課
題

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
位
置
づ
け

第
（
節　

東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
妥
結
の
背
景
に
関
す
る
考

察

第
4
節　

国
内
補
助
金
規
律
の
展
開
の
課
題
と
克
服
策

第
（
節　

本
章
の
ま
と
め

第
Ⅱ
部　

特
定
性
を
有
す
る
補
助
金

第
（
章　

資
金
的
貢
献
―
―
原
材
料
の
輸
出
制
限
と
通
貨
過
小

評
価
の
論
点
の
検
討

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

原
材
料
の
輸
出
制
限
と
資
金
的
貢
献

第
（
節　

通
貨
過
小
評
価
と
資
金
的
貢
献

第
4
節　

本
章
の
ま
と
め

第
4
章　

利
益
―
―
競
争
優
位
と
の
関
係
と
市
場
創
設
的
介
入

論
の
検
討

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

利
益
と
競
争
優
位
の
不
一
致

第
（
節　

市
場
創
設
的
介
入
論

第
4
節　

本
章
の
ま
と
め

第
（
章　

特
定
性
―
―
要
件
の
機
能
の
再
定
位
と
そ
の
検
証

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

特
定
性
要
件
の
概
観

第
（
節　

特
定
性
要
件
の
機
能
の
再
定
位

第
4
節　

資
金
的
貢
献
要
件
を
補
完
す
る
機
能
の
検
証
―
―

通
貨
過
小
評
価
を
素
材
に

第
（
節　

本
章
の
ま
と
め

第
Ⅲ
部　

効
果
要
件

第
（
章　

効
果
要
件
に
託
さ
れ
る
機
能
と
そ
の
現
状

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

競
争
関
係
の
有
無
の
判
別

第
（
節　

補
助
金
の
効
果
（
競
争
優
位
）
の
評
価

第
4
節　

本
章
の
ま
と
め

第
7
章　

損
害
―
―
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
制
度
と
の
整
合
性
の

再
考

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　

国
内
補
助
金
規
律
に
お
け
る
損
害
要
件
へ
の
期
待

と
現
実

第
（
節　

Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
注
四
七
の
起
源
に
み
る
原
因

第
4
節　

損
害
要
件
の
整
合
性
に
関
す
る
再
考

第
（
節　

本
章
の
ま
と
め
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第
（
章　

著
し
い
害
―
―
「
技
術
効
果
」
に
よ
る
著
し
い
害
の

認
定
の
批
判
的
検
討

第
1
節　

本
章
の
目
的

第
2
節　
「
技
術
効
果
」
に
よ
る
著
し
い
害
の
認
定

第
（
節　

批
判
的
検
討

第
4
節　

本
章
の
ま
と
め

終　

章　

議
論
の
総
括
と
展
望

第
1
節　

議
論
の
総
括

第
2
節　

国
内
補
助
金
規
律
の
今
後
の
展
望

初
出
文
献
一
覧

参
考
資
料
一
覧

　

な
お
、
加
筆
及
び
修
正
さ
れ
た
う
え
で
本
論
文
の
一
部
を
な
し
て

い
る
初
出
文
献
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
坂
入
君
の
査
読

付
き
単
著
論
文
で
あ
る
）。

・「
国
際
競
争
の
歪
曲
と
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
お
け
る

国
内
補
助
金
規
律
―
―
『
競
争
優
位
』
に
ま
つ
わ
る
規
律
上
の

論
点
の
再
考
―
―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
九
号
四
七
五
頁

（
二
〇
一
八
）。

・「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
規
律
に
お
け
る
資
金
的
貢
献
要
件
の
意
義
と

課
題
―
―
輸
出
者
に
『
競
争
優
位
』
を
も
た
ら
す
原
材
料
の
輸

出
制
限
を
素
材
に
し
て
―
―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
二
三
号
一

九
三
頁
（
二
〇
一
九
）。

・「
国
際
通
商
法
に
お
け
る
国
内
補
助
金
規
律
の
展
開
―
―
Ｇ
Ａ

Ｔ
Ｔ
東
京
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
み
る
そ
の
課
題
の
淵
源
―
―
」
法

学
政
治
学
論
究
一
二
七
号
一
頁
（
二
〇
二
〇
）。

・「
相
殺
関
税
及
び
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
制
度
の
損
害
要
件
の
整

合
性
―
―
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
規
律
と
政
策
裁
量
の
均
衡
と
い
う
観

点
か
ら
の
再
考
―
―
」
日
本
国
際
経
済
法
学
会
年
報
三
〇
号
二

〇
二
頁
（
二
〇
二
一
）。

・「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
紛
争
に
お
け
る
『
技
術
効
果
』
に
よ
る
悪
影

響
の
認
定
―
―
批
判
的
検
討
―
―
」
高
崎
経
済
大
学
論
集
六
五

巻
二
号
八
〇
頁
（
二
〇
二
二
）。

・「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
規
律
に
お
け
る
利
益
要
件
の
下
で
の
市
場
創

設
的
介
入
論
―
―
批
判
的
検
討
と
そ
の
『
貿
易
と
環
境
』
問
題

へ
の
示
唆
―
―
」
法
学
政
治
学
論
究
一
三
六
号
四
三
頁
（
二
〇

二
三
）。

Ⅱ　

本
論
文
の
概
要

　

今
日
の
生
産
者
は
、
国
境
を
越
え
た
物
品
の
売
買
を
相
当
自
由
に

で
き
る
。
こ
れ
は
、
国
際
経
済
法
、
特
に
一
九
四
七
年
の
「
関
税
及
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び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
」（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
及
び
そ
れ
を
発
展
的

に
継
承
し
て
一
九
九
五
年
に
成
立
し
た
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

法
に
よ
る
貿
易
自
由
化
の
賜
物
で
あ
る
。
法
的
に
は
、
数
量
制
限
、

輸
入
品
に
対
す
る
差
別
待
遇
、
譲
許
さ
れ
た
水
準
を
超
え
る
関
税
及

び
国
境
で
の
差
別
待
遇
を
原
則
禁
止
す
る
ル
ー
ル
が
、
そ
の
当
初
の

原
動
力
で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、
貿
易
に
影
響
す
る
こ
れ
ら
措
置
が
制
約
さ
れ
る
の
と
同

時
に
、
国
際
競
争
を
歪
め
る
補
助
金
に
対
す
る
規
律
が
重
要
に
な
っ

て
き
た
。
補
助
金
を
通
じ
た
政
府
介
入
に
よ
っ
て
貿
易
自
由
化
の
努

力
が
損
な
わ
れ
う
る
う
え
、
自
由
化
に
よ
っ
て
市
場
原
理
が
浸
透
し

て
く
れ
ば
、
国
際
競
争
を
歪
め
る
補
助
金
に
対
し
て
広
く
厳
し
い
目

が
向
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

翻
っ
て
昨
今
、
補
助
金
は
、
環
境
汚
染
等
の
市
場
の
失
敗
に
有
効

に
対
応
す
る
、
と
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
結
果
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
「
補
助
金

及
び
相
殺
措
置
に
関
す
る
協
定
」（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
）
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛

争
解
決
手
続
や
相
殺
関
税
（
補
助
金
を
受
け
た
生
産
者
か
ら
の
輸
入

に
対
す
る
特
殊
関
税
）
を
通
じ
た
競
争
歪
曲
的
な
補
助
金
に
厳
し
く

対
処
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
協
定
は
、
厚
生
を
向
上
さ
せ
る
政
府

介
入
を
許
容
す
る
よ
う
に
も
要
請
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
調
和

的
対
応
は
、
特
に
、
輸
出
又
は
国
産
品
の
優
先
使
用
の
条
件
を
伴
っ

て
禁
止
さ
れ
る
補
助
金
と
は
区
別
さ
れ
る
、
国
内
補
助
金
の
文
脈
で

求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
論
文
は
、
国
内
補
助
金
規
律
に
お
け
る

上
記
の
要
請
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。

　

当
該
テ
ー
マ
は
、
先
行
研
究
で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

先
行
研
究
で
は
、
補
助
金
を
市
場
な
い
し
厚
生
に
対
す
る
影
響
を
も

と
に
評
価
す
る
「
厚
生
基
準
」
を
確
立
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
当
該
基
準
が
「
生
産
者
の
利
益
」
を
偏
重
し
な
い

こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
注
目
す
べ
き
理
論
が
示
さ
れ
て
き
た
。

一
定
の
国
内
補
助
金
を
正
当
化
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
八
条
が
失
効
中

で
あ
る
点
を
踏
ま
え
る
と
、
新
た
な
例
外
条
項
が
構
想
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
、
と
い
う
見
解
へ
の
収
斂
も
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
先
行
研
究
に
は
課
題
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
国
内
補
助

金
規
律
の
展
開
が
「
生
産
者
の
利
益
」
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、

厚
生
基
準
の
確
立
を
妨
げ
る
作
用
が
歴
史
的
に
存
在
し
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
、
単
に
必
要
な
修
正
を
加

え
た
例
外
条
項
を
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
に
復
活
さ
せ
て
も
、
再
度
の
失
効
の

懸
念
は
拭
え
な
い
。
第
二
に
、
厚
生
基
準
の
確
立
を
妨
げ
る
作
用
が

抽
象
的
に
し
か
把
握
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ

協
定
の
既
存
の
要
件
が
抱
え
る
問
題
に
関
し
て
も
、
厚
生
基
準
の
確

立
に
向
け
た
本
質
的
な
解
決
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
論
文
は
、
序
章
で
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
し
た
う
え
で
、
二

つ
の
研
究
手
法
で
国
内
補
助
金
規
律
に
お
け
る
厳
格
な
規
制
と
柔
軟
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性
の
調
和
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

第
一
の
手
法
は
、
歴
史
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
Ⅰ
部
（
第
1

章
及
び
第
2
章
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
第
1
章
は
、
現
在
に
至
る
国

内
補
助
金
規
律
の
展
開
を
整
理
す
る
。
第
2
章
は
、
国
内
補
助
金
の

交
付
に
関
す
る
規
律
と
相
殺
関
税
の
規
律
を
は
じ
め
て
統
合
し
た

「
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
第
六
条
、
第
十
六
条
及
び
第

二
十
三
条
の
解
釈
及
び
適
用
に
関
す
る
協
定
」（
東
京
ラ
ウ
ン
ド
Ｓ

Ｃ
Ｍ
協
定
）
を
起
源
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
妥
結
過
程
を
検
討
し

て
い
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
第
2
章
は
、
国
内
補
助
金
規
律
の
展
開

に
「
生
産
者
の
利
益
」
が
作
用
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ

の
う
え
で
、
多
様
な
利
害
に
配
慮
し
た
法
形
成
に
改
め
つ
つ
例
外
条

項
を
再
挿
入
す
る
必
要
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
第
Ⅰ
部
で

は
、
厚
生
基
準
の
確
立
を
妨
げ
る
「
生
産
者
の
利
益
」
が
、
外
国
政

府
の
介
入
に
よ
る
悪
影
響
を
自
認
し
て
国
内
補
助
金
規
律
の
過
度
な

適
用
を
求
め
る
そ
れ
と
、
補
助
金
の
恩
恵
に
与
り
な
が
ら
甘
受
す
べ

き
規
律
の
適
用
を
免
れ
よ
う
と
す
る
そ
れ
に
分
け
ら
れ
る
、
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
二
の
手
法
は
、
実
定
法
の
分
析
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
Ⅱ
部

（
第
（
章
な
い
し
第
（
章
）
及
び
第
Ⅲ
部
（
第
（
章
な
い
し
第
（
章
）

で
展
開
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
Ⅱ
部
及
び
第
Ⅲ
部
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ

ネ
ル
・
上
級
委
員
会
に
よ
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
の
既
存
要
件
の
解
釈
・
運

用
に
お
い
て
「
生
産
者
の
利
益
」
の
偏
重
が
あ
る
の
か
、
あ
る
の
な

ら
ば
い
か
な
る
改
善
が
必
要
か
、
を
論
じ
て
い
る
。

　

第
Ⅱ
部
は
、
規
律
の
対
象
と
な
る
政
府
措
置
の
要
件
を
検
討
し
て

い
る
。
第
（
章
は
、
補
助
金
の
構
成
要
件
の
一
方
を
な
す
「
政
府

…
…
が
資
金
面
で
貢
献
し
て
い
る
こ
と
」（
資
金
的
貢
献
）（
Ｓ
Ｃ
Ｍ

協
定
第
一
．
一
条
⒜
⑴
）
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、
要
件

を
充
た
す
措
置
と
し
て
協
定
上
明
示
さ
れ
て
い
な
い
、
原
材
料
の
輸

出
制
限
及
び
通
貨
過
小
評
価
の
扱
い
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。

　

こ
れ
ら
措
置
は
、
た
し
か
に
補
助
金
類
似
の
効
果
を
も
つ
。
し
か

し
、
そ
の
影
響
か
ら
の
救
済
を
求
め
る
「
生
産
者
の
利
益
」
を
偏
重

し
て
二
つ
の
措
置
の
資
金
的
貢
献
該
当
性
を
認
め
る
解
釈
は
、
国
内

補
助
金
規
律
の
対
象
と
な
る
政
府
措
置
の
範
囲
を
狭
め
る
要
件
の
意

義
、
な
い
し
は
厚
生
基
準
の
確
立
と
い
う
要
請
に
反
す
る
。
第
（
章

は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
ら
措
置
の
資
金
的

貢
献
要
件
の
充
足
を
否
定
し
う
る
解
釈
が
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
他
の
ル
ー
ル
を
用
い

て
そ
う
し
た
努
力
を
損
な
う
試
み
へ
の
制
約
状
況
も
分
析
さ
れ
て
い

る
。

　

第
4
章
は
、
補
助
金
の
他
方
の
構
成
要
件
で
あ
る
「
利
益
」（
Ｓ

Ｃ
Ｍ
協
定
第
一
．
一
条
⒝
）
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
政
府
措

置
が
国
際
競
争
を
歪
め
る
た
め
の
競
争
力
を
受
け
手
に
与
え
る
た
め
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に
は
、
当
該
措
置
が
市
場
条
件
と
乖
離
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
受
け

手
の
限
界
費
用
（
産
品
一
単
位
を
追
加
で
算
出
す
る
た
め
の
費
用
）

の
引
き
下
げ
と
い
う
形
で
「
競
争
優
位
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
点
、
利
益
は
、
資
金
的
貢
献
の
条
件
が
市
場
に
お
け

る
同
種
取
引
の
条
件
よ
り
も
優
遇
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
解
釈
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
を
前
提
と
す
れ
ば
、
利
益
要
件
は
、
必
ず
し
も
競
争
優

位
ま
で
捕
捉
で
き
ず
、
問
題
の
政
府
措
置
の
非
市
場
性
を
識
別
す
る

限
り
で
厚
生
基
準
に
資
す
る
。

　

し
か
し
、
一
部
学
説
は
、
利
益
要
件
の
下
で
競
争
優
位
の
有
無
ま

で
判
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
公
正
市
場

価
額
で
完
全
民
営
化
さ
れ
た
企
業
で
は
国
有
時
代
の
補
助
金
（
利

益
）
が
消
滅
す
る
、
と
い
う
上
級
委
員
会
の
推
定
に
よ
る
不
都
合

（
利
益
は
消
え
て
も
競
争
優
位
は
残
る
事
態
）
に
鑑
み
た
指
摘
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
利
益
を
競
争
優
位
と
同
視
す
る
解
釈
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ

協
定
第
一
．
一
条
⒝
の
文
言
、
文
脈
及
び
協
定
の
規
律
構
造
に
照
ら

し
て
と
り
え
な
い
。
ま
た
、
規
律
を
免
れ
よ
う
と
す
る
「
生
産
者
の

利
益
」
の
偏
重
を
伴
う
問
題
の
不
都
合
は
、
従
来
の
利
益
の
解
釈
で

対
処
で
き
る
。
以
上
か
ら
、
第
4
章
は
、
利
益
を
競
争
優
位
と
一
致

さ
せ
る
必
要
は
な
い
、
と
論
じ
て
い
る
。

　

次
に
、
利
益
要
件
に
、
市
場
の
失
敗
を
矯
正
す
る
政
府
介
入
を
補

助
金
の
範
囲
か
ら
除
外
す
る
機
能
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
市
場
を
創
設
す
る
政
府
介
入
」
が
「
そ
れ
自
体
ま
た
単
独
で
は
」

利
益
を
も
た
ら
さ
ず
、
補
助
金
に
も
な
ら
な
い
、
と
い
う
上
級
委
員

会
の
論
理
（
市
場
創
設
的
介
入
論
）
を
支
持
す
る
論
者
か
ら
示
さ
れ

て
き
た
。
問
題
の
機
能
の
追
加
は
、
一
定
の
補
助
金
に
柔
軟
性
を
も

た
せ
、
厚
生
基
準
の
確
立
を
促
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
利
益

要
件
に
そ
う
し
た
機
能
を
託
す
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
上
の
根
拠
は
薄
い
。
ま

た
、
市
場
創
設
的
介
入
論
と
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
上
級
委
員

会
の
経
済
的
理
解
も
裏
づ
け
を
欠
く
。
よ
っ
て
、
市
場
創
設
的
介
入

論
は
、
政
府
介
入
の
恩
恵
に
与
り
な
が
ら
規
律
を
免
れ
よ
う
と
す
る

「
生
産
者
の
利
益
」
を
偏
重
し
か
ね
な
い
。
さ
ら
に
、
問
題
の
論
理

を
支
え
う
る
利
益
の
解
釈
は
学
説
上
存
在
す
る
も
の
の
、
そ
れ
も
、

先
に
否
定
し
た
利
益
と
競
争
優
位
を
一
致
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

と
り
え
な
い
。
第
4
章
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
経
て
、
利
益
要
件

が
あ
く
ま
で
資
金
的
貢
献
の
非
市
場
性
の
み
を
明
ら
か
に
す
る
べ
き

で
あ
る
、
と
提
唱
し
て
い
る
。

　

第
（
章
は
、
補
助
金
の
交
付
に
お
け
る
「
特
定
性
」（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協

定
第
二
条
）
を
扱
う
。
第
二
条
の
規
定
ぶ
り
と
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
パ
ネ
ル
・

上
級
委
員
会
の
解
釈
は
、
特
定
性
の
概
念
に
忠
実
な
も
の
と
考
え
ら

れ
て
き
た
一
方
で
、
同
要
件
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
は
不
明
確
さ
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
厚
生
基
準
と
の
関
係
で
特
定
性
要
件
が
い
か
な

る
貢
献
を
果
た
す
か
を
把
握
す
る
手
が
か
り
も
、
当
然
不
十
分
だ
っ



170

法学研究 97 巻 10 号（2024：10）

た
。
よ
っ
て
、
第
（
章
は
、
特
定
性
要
件
を
概
観
し
た
後
に
、
同
要

件
の
意
義
の
再
定
位
を
行
っ
て
い
る
。

　

検
討
の
結
果
、
特
定
性
要
件
は
、
理
論
上
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
一
．

一
条
⒜
⑴
ⅲ
で
「
一
般
的
な
社
会
資
本
」
の
提
供
を
補
助
金
の
対
象

か
ら
除
外
し
た
資
金
的
貢
献
要
件
を
補
完
す
る
形
で
、
経
済
全
般
に

行
き
渡
る
国
内
補
助
金
を
規
律
の
対
象
外
と
す
る
機
能
を
果
た
す
、

と
い
う
点
を
導
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
特
定
性
要
件
は
、
厚
生
基

準
が
入
口
の
段
階
で
一
般
的
な
政
府
措
置
に
も
規
律
の
適
用
を
求
め

る
「
生
産
者
の
利
益
」
を
偏
重
し
な
い
よ
う
、
資
金
的
貢
献
要
件
を

後
方
支
援
し
う
る
。
た
だ
し
、
第
（
章
で
扱
っ
た
通
貨
過
小
評
価
を

素
材
と
し
た
検
討
の
結
果
、
特
定
性
要
件
は
、
単
純
で
な
い
評
価
を

求
め
る
こ
と
で
、
一
般
的
な
政
府
措
置
と
の
関
連
で
の
特
定
性
の
評

価
を
複
雑
に
す
る
に
と
ど
ま
る
、
と
判
明
さ
せ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

資
金
的
貢
献
要
件
の
限
定
的
な
解
釈
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

第
Ⅲ
部
は
、
効
果
要
件
と
し
て
の
「
悪
影
響
」（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第

五
条
）
と
そ
の
類
型
を
扱
う
。
あ
る
国
の
政
府
介
入
が
国
際
競
争
を

歪
め
る
に
は
、
競
争
優
位
を
も
た
ら
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
当
該
競
争
優
位
な
い
し
政
府
介
入
に
、
別
の
国
の
生
産
者
が

被
る
悪
影
響
の
責
め
を
帰
せ
る
に
は
、
両
国
の
生
産
者
間
の
競
争
関

係
も
欠
か
せ
な
い
。
第
4
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
通
り
、
利
益
要
件

の
下
で
判
別
さ
れ
る
の
は
政
府
介
入
の
条
件
優
遇
の
み
で
あ
る
と
こ

ろ
、
効
果
要
件
の
下
で
は
、
競
争
優
位
及
び
競
争
関
係
の
存
在
が
明

ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
、
要
請
さ
れ
る
。

　

第
（
章
は
、
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会
に
よ
る
効
果
要
件
の
解
釈
・

運
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
期
待
に
応
え
て
き
た
の
か
否
か
、
を
悪
影
響
の

類
型
毎
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
競
争
関
係
は
、
相
殺
関
税

調
査
に
お
け
る
悪
影
響
（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
一
五
条
の
「
損
害
」）
の

決
定
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
補
助
金
紛
争
に
お
け
る
悪
影
響
（
第
六
条
の
「
著
し

い
害
」）
の
検
討
の
い
ず
れ
の
過
程
で
も
分
析
さ
れ
る
、
と
明
ら
か

に
す
る
。
一
方
で
、
競
争
優
位
の
評
価
が
い
ず
れ
の
文
脈
で
も
徹
底

さ
れ
な
い
点
が
浮
き
彫
り
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
第
7
章
は
、
損
害
要
件
の
下
で
競
争
優
位
の
存

否
の
識
別
が
義
務
と
さ
れ
な
い
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
探
る
。
損

害
の
決
定
に
つ
い
て
定
め
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
一
五
．
五
条
は
、「
補

助
金
の
及
ぼ
す
影
響
」
に
よ
る
損
害
と
言
及
す
る
。
一
方
で
、
同
協

定
注
四
七
は
、「
補
助
金
の
及
ぼ
す
影
響
」
を
単
な
る
（
補
助
金
を

受
け
た
生
産
者
か
ら
の
）
輸
入
に
読
み
替
え
る
。
よ
っ
て
、「
補
助

金
の
及
ぼ
す
影
響
」（
競
争
優
位
）
の
検
討
を
相
殺
関
税
の
調
査
当

局
に
求
め
な
い
、
と
し
た
上
級
委
員
会
の
解
釈
を
問
題
視
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
立
法
論
に
よ
る
解
決
が
模
索
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

具
体
的
に
、
第
7
章
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
注
四
七
の
前
身
で
あ
る
東
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京
ラ
ウ
ン
ド
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
注
一
九
の
起
草
過
程
に
遡
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
問
題
の
注
が
、
相
殺
関
税
制
度
と
同
様
の
特
殊
関
税
制
度
で
あ

る
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
（
Ａ
Ｄ
）
制
度
で
損
害
要
件
を
整
合
的
に
す

る
た
め
に
挿
入
さ
れ
た
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

損
害
要
件
の
整
合
性
が
輸
入
競
争
圧
力
か
ら
の
救
済
を
求
め
る
「
生

産
者
の
利
益
」
を
確
保
す
る
点
を
見
い
だ
す
こ
と
で
、
第
7
章
は
、

厚
生
基
準
の
確
立
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｄ
制
度
と
の
整
合
性
か
ら

解
き
放
た
れ
て
損
害
要
件
を
再
構
想
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て

い
る
。

　

第
（
章
は
、
著
し
い
害
の
検
討
過
程
で
競
争
優
位
の
有
無
の
識
別

が
徹
底
さ
れ
な
い
問
題
を
扱
う
。
近
年
、
著
し
い
害
を
も
た
ら
す

「
補
助
金
の
効
果
」（
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
第
六
．
三
条
）
に
は
競
争
優
位
だ

け
で
な
く
、
補
助
金
が
受
け
手
の
技
術
な
い
し
製
品
の
開
発
自
体
を

可
能
に
し
又
は
そ
れ
を
早
め
る
効
果
、
す
な
わ
ち
「
技
術
効
果
」
も

含
ま
れ
る
、
と
理
解
さ
れ
る
。
第
（
章
は
、
技
術
効
果
に
よ
る
著
し

い
害
の
認
定
と
競
争
優
位
に
よ
る
著
し
い
害
の
認
定
の
相
違
を
検
討

し
、
技
術
革
新
が
阻
害
さ
れ
る
懸
念
が
前
者
と
の
関
連
で
の
み
存
在

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
厚
生
基
準
の
確
立
と
い
う
要

請
に
照
ら
し
、
前
者
が
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
の
適
用
を
求
め
る
「
生
産
者
の

利
益
」
を
偏
重
す
る
、
と
し
て
こ
れ
を
批
判
し
、
競
争
優
位
に
よ
る

著
し
い
害
の
認
定
の
み
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
終
章
は
、
本
論
文
の
研
究
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
今

後
議
論
が
蓄
積
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
新
た
な
例
外
条
項
の
内
容
に
関

し
て
留
意
点
を
述
べ
る
。
後
者
に
つ
い
て
具
体
的
に
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の

一
般
的
例
外
（
第
二
〇
条
）
の
適
用
を
認
め
る
条
項
を
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定

に
挿
入
す
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
に
か
つ
て
存
在
し
た
固
有

の
例
外
条
項
（
第
八
条
）
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
の
い
ず
れ
に
も
課
題

が
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
従
来
の
枠
組

み
に
と
ら
わ
れ
な
い
例
外
条
項
の
構
想
と
、
本
論
で
も
明
ら
か
に
し

た
既
存
の
要
件
の
欠
陥
を
埋
め
る
ル
ー
ル
改
正
と
を
「
生
産
者
の
利

益
」
を
偏
重
し
な
い
新
た
な
法
形
成
の
下
で
行
っ
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
終
章
は
、
本
論
で
も
提
唱
し
て
き
た

既
存
の
要
件
に
関
す
る
解
釈
論
の
必
要
性
を
改
め
て
指
摘
し
、
一
連

の
国
内
補
助
金
規
律
に
つ
い
て
の
今
後
の
展
望
を
も
っ
て
議
論
を
締

め
括
っ
て
い
る
。

Ⅲ　

本
論
文
の
評
価

1　

本
論
文
の
意
義

　

本
論
文
は
、
通
商
分
野
の
国
際
経
済
法
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ

法
）
に
お
け
る
国
内
補
助
金
規
律
を
対
象
と
し
、
当
該
規
律
に
求
め

ら
れ
る
競
争
歪
曲
的
な
国
内
補
助
金
に
対
す
る
規
律
と
市
場
の
失
敗

を
矯
正
す
る
政
府
介
入
の
正
当
化
を
両
立
す
る
た
め
の
課
題
と
そ
の



172

法学研究 97 巻 10 号（2024：10）

処
方
箋
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
は
、
従
来
か
ら
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て

き
た
。
特
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
が
一
定
の
研
究
開
発
、
地
域
開
発
又
は

環
境
対
応
設
備
へ
の
移
行
を
促
す
補
助
金
に
関
す
る
例
外
条
項
（
第

八
条
）
を
失
っ
て
以
降
は
、
そ
れ
を
現
代
的
関
心
に
即
し
て
再
挿
入

す
る
こ
と
の
必
要
性
が
多
方
面
で
叫
ば
れ
て
き
た
。
本
論
文
は
、
こ

の
よ
う
な
議
論
の
到
達
点
を
冷
静
に
分
析
し
た
う
え
で
、
国
内
補
助

金
規
律
の
展
開
に
潜
む
問
題
に
対
処
し
な
い
限
り
は
立
法
論
が
持
続

的
と
な
ら
な
い
、
と
い
う
興
味
深
い
視
点
を
示
し
、
ル
ー
ル
形
成
の

根
本
的
な
改
革
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
実
証
的
な
取
り
組

み
に
当
た
る
本
論
文
第
Ⅰ
部
（
第
1
章
及
び
第
2
章
）
は
、
他
の
研

究
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
、
と
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
規
範
の
正

当
性
を
維
持
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
法
形
成
に
関
し
て
理
論
的

な
再
検
討
を
行
う
試
み
は
、
国
際
経
済
法
の
大
枠
と
の
関
連
で
は
存

在
す
る
一
方
、
個
別
の
規
律
領
域
を
対
象
と
し
た
具
体
的
な
考
察
は
、

か
な
り
珍
し
い
。
そ
の
意
味
で
、
第
1
章
及
び
第
2
章
は
、
従
来
十

分
で
な
か
っ
た
国
際
経
済
法
の
展
開
に
関
す
る
本
格
的
な
各
論
的
考

察
と
し
て
の
意
義
も
有
す
る
。

　

加
え
て
、
国
内
補
助
金
規
律
の
個
別
の
要
件
に
関
す
る
検
討
の
面

で
も
、
本
論
文
に
は
高
い
貢
献
が
見
い
だ
せ
る
。
第
（
章
な
い
し
第

（
章
で
は
、
厚
生
基
準
が
国
内
補
助
金
規
律
に
対
す
る
二
つ
の
要
請

へ
の
調
和
的
な
対
応
を
実
現
し
う
る
一
方
で
、
こ
れ
が
生
産
者
の
利

益
を
偏
重
す
れ
ば
不
完
全
と
な
る
、
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
を
念

頭
に
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、
歴
史
研
究
で
明

ら
か
に
な
る
生
産
者
の
利
益
の
分
類
（
国
内
補
助
金
規
律
の
拡
大
解

釈
に
よ
る
幅
広
い
救
済
を
受
け
る
者
の
利
益
と
、
縮
小
解
釈
に
よ
っ

て
国
内
補
助
金
の
恩
恵
に
与
り
な
が
ら
規
律
を
免
れ
る
者
の
利
益
）

に
照
ら
し
て
、
不
偏
の
要
件
の
設
計
な
い
し
解
釈
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

順
を
追
っ
て
振
り
返
り
な
が
ら
評
価
し
て
い
く
と
、
第
（
章
は
、

補
助
金
に
当
た
り
う
る
政
府
措
置
を
定
め
る
資
金
的
貢
献
要
件
を
対

象
と
し
て
い
る
。
こ
の
要
件
は
、
規
律
対
象
の
政
府
措
置
の
範
囲
を

絞
り
込
む
機
能
を
有
す
る
。
し
か
し
、
他
の
国
際
経
済
法
で
規
律
さ

れ
か
つ
資
金
的
貢
献
の
類
型
と
し
て
は
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
に
明
記
さ
れ
て

い
な
い
一
方
、
補
助
金
類
似
の
効
果
を
伴
う
措
置
（
特
に
、
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｔ
で
一
部
規
律
さ
れ
る
原
材
料
の
輸
出
制
限
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
で
規
律

さ
れ
る
通
貨
過
小
評
価
）
と
の
関
連
で
は
、
拡
大
解
釈
が
懸
念
さ
れ

て
き
た
。
第
（
章
は
、
こ
の
論
点
を
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
及
び
他
の
法
規

範
の
状
況
を
丁
寧
に
分
析
し
、
従
来
の
法
解
釈
・
運
用
が
そ
う
し
た

拡
大
解
釈
を
許
さ
な
い
方
向
を
示
し
て
い
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

そ
の
議
論
は
、
資
金
的
貢
献
の
範
囲
に
収
ま
る
政
府
措
置
を
極
力

広
く
捉
え
て
救
済
範
囲
を
拡
大
し
よ
う
、
と
い
う
生
産
者
の
利
益
に
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左
右
さ
れ
な
い
厚
生
基
準
の
確
立
を
目
指
す
一
貫
し
た
問
題
意
識
に

も
と
づ
い
て
お
り
、
筋
が
通
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
連
の
広
範
な
分

析
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
以
外
の
国
際
経
済
法
に
も
通
じ
て
い
る
坂
入
君

の
学
術
的
見
識
の
広
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

第
4
章
は
、
補
助
金
の
も
う
一
方
の
構
成
要
件
で
あ
る
利
益
に
対

応
す
る
。
坂
入
君
が
指
摘
す
る
通
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
従
来
、
利

益
要
件
が
補
助
金
に
よ
る
競
争
優
位
ま
で
捕
捉
す
る
も
の
と
し
て
理

解
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、
同
要
件
下
で
一
定
の
国
内
補
助
金

を
正
当
化
す
る
市
場
創
設
的
介
入
論
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
、
が
大

き
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。
前
者
の
論
点
に
関
し
て
、
第
4
章
は
、
先

行
研
究
を
冷
静
に
分
析
し
つ
つ
、
国
内
補
助
金
規
律
以
外
の
Ｓ
Ｃ
Ｍ

協
定
の
規
律
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
の
妥
当
性
と
い
う
新
た
な
視
点

を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
利
益
と
競
争
優
位
が
同
視
さ
れ
る

べ
き
で
な
い
、
と
い
う
主
張
が
よ
り
説
得
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
市

場
創
設
的
介
入
論
の
是
非
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
否
定
的
な
見
解
が

す
で
に
多
く
示
さ
れ
て
い
る
が
、
第
4
章
は
、
競
争
優
位
に
関
す
る

議
論
と
関
連
づ
け
て
一
層
説
得
的
な
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

　

な
お
、
第
（
章
と
は
対
照
的
に
、
第
4
章
は
、
過
度
な
縮
小
解
釈

に
よ
っ
て
国
内
補
助
金
規
律
を
迂
回
す
る
者
の
利
益
を
偏
重
し
な
い
、

と
い
う
視
点
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
不
偏
の
厚
生
基

準
の
確
立
に
向
け
て
一
面
的
で
な
い
議
論
を
す
す
め
る
姿
勢
は
、
評

価
に
値
す
る
。
歴
史
研
究
を
経
て
生
産
者
の
利
益
を
類
型
化
し
た
意

義
は
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

第
（
章
は
、
特
定
性
要
件
を
扱
う
。
こ
れ
は
、
補
助
金
が
効
果
要

件
の
下
で
の
検
討
に
服
す
る
前
に
充
足
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
要
件
で

あ
る
。
本
論
文
で
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
、
特
定
性
要
件
の
役
割
に

つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
が
本
論
文
の
探
求
す
る
厚

生
基
準
の
確
立
の
た
め
に
い
か
な
る
貢
献
を
果
た
す
の
か
も
、
自
明

で
な
い
。
第
（
章
は
、
そ
う
し
た
従
来
の
議
論
状
況
を
受
け
、
特
定

性
と
い
う
概
念
を
落
と
し
込
む
こ
と
の
含
意
や
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
パ
ネ
ル
及

び
上
級
委
員
会
に
よ
る
同
要
件
の
解
釈
を
丹
念
に
整
理
し
、
ま
た
歴

史
的
経
緯
も
加
味
す
る
こ
と
で
、
特
定
性
要
件
が
資
金
的
貢
献
を
補

完
し
う
る
こ
と
を
説
得
的
に
論
ず
る
。
ま
た
、
第
（
章
は
、
資
金
的

貢
献
に
関
す
る
第
（
章
で
も
触
れ
ら
れ
た
通
貨
過
小
評
価
の
最
新
事

例
を
素
材
と
し
た
検
討
も
行
い
、
特
定
性
要
件
の
補
完
的
機
能
の
限

界
を
も
示
す
。
同
時
に
そ
こ
で
は
、
資
金
的
貢
献
要
件
の
意
義
が
再

度
強
調
さ
れ
る
。

　

一
連
の
検
討
は
、
特
定
性
要
件
の
機
能
に
関
し
て
新
た
な
見
方
を

提
供
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
そ
の
考
察
は
、
第

（
章
の
分
析
と
と
も
に
、
厚
生
基
準
の
下
で
国
内
補
助
金
規
律
の
対

象
と
な
る
政
府
措
置
の
範
囲
が
過
度
に
広
が
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
詳

細
な
議
論
を
提
供
す
る
、
と
い
う
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
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第
（
章
で
は
、
厚
生
基
準
の
確
立
の
観
点
か
ら
効
果
要
件
に
託
さ

れ
る
機
能
と
そ
の
現
状
が
整
理
さ
れ
る
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
続
く
第

7
章
と
第
（
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
相
殺
関
税
を
通
じ
た
救
済
で
関

係
す
る
損
害
要
件
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
紛
争
解
決
手
続
を
通
じ
た
救
済
で
関
係

す
る
著
し
い
害
の
要
件
の
文
脈
に
お
い
て
、
競
争
優
位
の
捕
捉
が
必

ず
し
も
行
わ
れ
な
い
、
と
い
う
問
題
の
解
決
に
向
け
た
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
第
7
章
は
、
実
務
な
い
し
学
界
が
当
然
と
し
て
き
た
相

殺
関
税
制
度
及
び
ア
ン
チ
ダ
ン
ピ
ン
グ
制
度
の
損
害
要
件
の
整
合
性

が
問
題
の
原
因
で
あ
る
、
と
し
て
そ
の
再
考
を
迫
っ
て
お
り
、
長
年

の
前
提
に
潜
む
課
題
を
説
得
的
に
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
評
価
に
値

す
る
。
第
（
章
も
、
著
し
い
害
を
も
た
ら
す
補
助
金
の
効
果
と
し
て

競
争
優
位
以
外
に
認
め
ら
れ
て
き
た
技
術
効
果
の
概
念
を
、
両
者
の

異
同
を
詳
細
に
分
析
し
た
う
え
で
批
判
す
る
、
と
い
う
独
自
性
が
あ

る
。

　

終
章
は
、
本
論
の
議
論
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
現
状
欠
落
し
て

い
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
協
定
の
例
外
条
項
を
再
設
計
す
る
に
あ
た
っ
て
の
留
意

点
を
示
す
。
そ
こ
で
の
指
摘
の
多
く
は
、
例
外
条
項
に
関
す
る
従
来

の
議
論
と
大
き
く
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

紛
争
案
件
及
び
そ
れ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
・
上
級
委
員
会
の
判
断
並
び

に
本
論
で
の
詳
細
な
考
察
を
前
提
と
し
た
終
章
で
の
提
言
は
、
よ
り

重
み
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

2　

本
論
文
の
課
題

　

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
の
随
所
に
は
重
要
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
論
文
に
は
課
題
も
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
本
論
文
が
議
論
に
お
い
て
参
照
す
る
厚
生
基
準
に
つ
い

て
は
、
よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
論
文
で
は
、
序
章

第
2
節
に
お
い
て
、
競
争
歪
曲
的
な
国
内
補
助
金
に
対
す
る
規
律
と

市
場
の
失
敗
を
矯
正
す
る
国
内
補
助
金
の
正
当
化
と
い
う
二
つ
の
要

請
に
調
和
的
に
応
え
る
べ
く
提
示
さ
れ
た
厚
生
基
準
が
紹
介
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
第
（
節
で
そ
れ
が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
、
議
論
の
参
照
点

と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
厚
生
基
準
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
に
、

第
4
節
で
は
、
経
済
学
の
理
論
を
ふ
ま
え
て
政
府
措
置
が
国
際
競
争

を
歪
め
る
前
提
が
整
理
さ
れ
、
厚
生
基
準
を
形
づ
く
る
国
内
補
助
金

規
律
の
要
件
が
こ
れ
ら
前
提
の
有
無
を
判
別
で
き
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
観
点
が
示
さ
れ
る
（
第
2
款
）。
ま
た
、
そ
こ
で
は
、

他
の
国
際
法
と
の
調
和
（
国
際
法
の
断
片
化
の
防
止
）
や
経
済
的
影

響
に
鑑
み
、
厚
生
基
準
を
な
す
要
件
が
規
律
対
象
の
政
府
措
置
の
範

囲
を
狭
く
捉
え
る
姿
勢
が
重
要
視
さ
れ
る
（
第
（
款
）。
し
か
し
、

先
行
研
究
で
は
、
厚
生
基
準
が
補
助
金
の
も
た
ら
す
影
響
の
評
価
に

関
わ
る
も
の
と
し
て
（
暗
に
）
認
識
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
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論
文
で
は
、
補
助
金
の
定
義
も
厚
生
基
準
を
形
成
す
る
、
と
捉
え
る

理
由
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
し
か
に
、
厚
生
基
準
と
い
う
概
念
枠

組
み
が
用
い
ら
れ
る
競
争
法
（
独
占
禁
止
法
）
で
も
、
行
為
の
影
響

が
行
為
要
件
自
体
の
判
断
過
程
で
も
加
味
さ
れ
る
場
面
は
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
、
本
論
文
が
先
行
研
究
よ
り
幅
広
く
厚
生
基
準
を
捉
え
る

根
拠
は
、
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
序

章
と
第
1
章
の
間
に
独
立
し
た
章
を
設
け
、
そ
こ
で
坂
入
君
の
構
想

す
る
厚
生
基
準
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
説
明
を
施
す
等
の
対
応
が

あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
本
論
文
は
、
第
1
章
で
補
助
金
規
律
全
体
の
う
ち
国
内
補

助
金
規
律
を
取
り
出
し
て
歴
史
を
振
り
返
り
、
第
2
章
で
同
規
律
の

形
成
に
作
用
し
た
力
学
（
生
産
者
の
利
益
）
を
特
定
す
る
が
、
こ
れ

が
十
分
で
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
わ
ば
パ
ッ

ケ
ー
ジ
と
し
て
交
渉
さ
れ
た
規
律
全
体
を
考
察
対
象
と
し
た
場
合
に
、

同
様
の
結
論
が
導
か
れ
る
こ
と
の
裏
づ
け
も
、
多
少
な
り
と
も
必
要

で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
の
補
助
金
規

律
交
渉
で
は
、
国
内
補
助
金
規
律
を
ど
う
設
計
す
る
か
が
中
心
的
な

論
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
坂
入
君
が
国
内
補
助
金
規
律
の
歴
史

に
着
目
し
て
導
い
た
結
論
が
、
補
助
金
規
律
全
体
の
歴
史
に
も
妥
当

す
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
か
か
る
背
景
事
情
の

説
明
も
加
え
た
う
え
で
、
本
論
文
の
対
象
と
す
る
国
内
補
助
金
規
律

の
歴
史
に
関
す
る
分
析
結
果
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
論
文
第
4
章
第
（
節
第
（
款
⑷
は
、
補
助
金
の
受
け

手
が
ネ
ッ
ト
な
の
か
否
か
を
問
わ
ず
競
争
優
位
を
保
持
す
る
か
否
か
、

の
評
価
を
利
益
要
件
の
下
で
行
う
必
要
は
な
い
、
と
す
る
が
、
当
該

評
価
が
後
続
の
ど
の
要
件
の
下
で
行
わ
れ
る
（
べ
き
）
か
、
と
い
う

議
論
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
本
論
文
第
4
章
第

（
節
第
（
款
⑷
の
脚
注
一
〇
三
一
は
、「
な
お
、
ネ
ッ
ト
の
競
争
優

位
…
…
は
、
例
外
条
項
の
下
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
す

る
。
し
か
し
、
紛
争
対
象
の
補
助
金
以
外
の
政
府
介
入
に
よ
っ
て
相

殺
さ
れ
て
も
な
お
競
争
優
位
が
存
在
す
る
か
否
か
、
と
い
う
評
価
が

な
ぜ
、
当
該
補
助
金
そ
れ
自
体
に
よ
る
競
争
優
位
の
有
無
を
判
別
す

る
効
果
要
件
（
悪
影
響
）
の
検
討
の
中
で
は
な
く
、
例
外
条
項
の
下

で
行
わ
れ
る
（
べ
き
）
か
、
は
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
点
は
、
第
（

章
で
扱
わ
れ
た
エ
ア
バ
ス
事
件
及
び
ボ
ー
イ
ン
グ
事
件
に
お
い
て
、

自
国
も
補
助
金
を
拠
出
す
る
産
業
が
外
国
補
助
金
の
悪
影
響
を
受
け

て
い
る
、
と
の
主
張
が
ま
か
り
通
っ
た
過
程
に
手
が
か
り
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
議
論
を
念
頭
に
置
い
た
、
一
層
踏
み
込
ん
だ

説
明
が
欲
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
坂
入
君
が
今
後
よ
り
精
緻
な
分

析
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
期
待
を
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込
め
た
問
題
提
起
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
先
に
挙
げ
た
本
論
文
の
価

値
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
初
出
文
献
か
ら
も
明
ら

か
な
通
り
、
本
論
文
の
一
部
は
す
で
に
日
本
国
際
経
済
法
学
会
の
年

報
で
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
本
論
文
に
は
、
本
塾
以
外
の
大

学
の
紀
要
に
査
読
を
経
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
点
は
、
坂
入
君
の
研
究
が
学
術
的
な
評
価
を
広
く
受
け
て
い

る
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、
本
論
文
に
対
す
る
総
合
的
な
評
価
上
加
味

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ　

本
論
文
審
査
の
結
論

　

以
上
の
よ
う
に
、
国
際
経
済
法
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
・
Ｗ
Ｔ
Ｏ
法
）
に
お

け
る
国
内
補
助
金
規
律
の
研
究
に
新
た
な
知
見
を
も
た
ら
す
本
論
文

に
は
、
高
い
学
術
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
よ
り
詳
細
な
検
討
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
う
し
た
課
題
は
、
本
論

文
の
価
値
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
、
坂

入
君
の
提
出
し
た
本
論
文
は
、
博
士
（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）

の
学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
し
、
こ
こ
に
報
告
す
る

次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
三
年
九
月
一
一
日

主
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

田
村　

次
朗

法

学

研

究

科

委

員　
　
　
　
　
　

副
査　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授　

石
岡　

克
俊

副
査　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授　

青
木　

淳
一




